
参加者みんなで少しずつクルマを減らして公共交通を使って、もっとまちを歩こう

岡⼭倉敷都市圏における
ＭＭ施策の「GOOD ROUTE」
の取組紹介と今後の取組⽅針

取組の背景、MM施策の総称「GOOD ROUTE」

実施主体：国土交通省中国地方整備局岡山国道事務所、岡山大学大学院環境生命科学研究科、HIDETO SATO DESIGN、日本工営（株）

 国道2号を中⼼とした通勤・通学時の渋滞緩和・環境改善を⽬指し、既存のソフト施策を統⼀的に周知していくためのMM施策の総称「GOOD ROUTE」を構築した。
 2020年度は、「GOOD ROUTE」を活⽤した展開を図るため、ホームページ等の各種ツールの作成や横断幕等を主要国道に設置する等の情報発信を⾏うとともに、⾃分にあっ

た新しい通勤・通学を考えてもらうための施策（PROJECT）として、朝活プロジェクト（第1弾）やアイデアソン等を実施した。
 今後は、認知向上を図るとともに、ハード整備やソフト施策の両輪での情報発信のもと、企業や地域住⺠への浸透や動機付けの提供を⾏う。

要旨

 岡⼭都市圏を中⼼とした通勤通学の状況を⾒ると、岡⼭市以⻄との結びつきが強く、
通勤・通学⼿段としてもクルマ（⾃家⽤⾞）への依存度が⾼いことが分かる。

 ⾏政区単位でみても倉敷市⽅⾯と南区・北区との結びつきが強く、国道２号をはじめと
した東⻄⽅向の流動が多い。

MM施策の総称「GOOD ROUTE」の2020年度の取組

 ソフト施策として、ノーマイカーの取組（スマート通勤おかやま）、時差通勤の呼びかけを
実施しているが、各種施策の情報発信が単発で実施されており、渋滞緩和・環境改善
の取組に向けた統⼀的な情報発信が必要である。

 そのため、2019年度に岡⼭倉敷都市圏のＭＭ施策を統⼀的に周知していくためにMM
施策の総称（ロゴマーク、キャッチコピー）である「GOOD ROUTE」を作成した。

 2020年度では、2019年度に作成したMM施策の総称「GOOD ROUTE」を活⽤したプロモーション活動とプロジェクト活動を実施した。
 プロモーション活動では、ホームページ、ポスター、横断幕、コンセプトムービーを作成・公開し、プロジェクト活動では、既存のMM施策の統⼀化した情報発信だけでなく、朝活プロジェクト

等の新規のMM施策を企画し、実施した。

 2020年度の取組結果より、国道2号利⽤者からは、認知度はまだ低いものの、①横断幕による周
知効果が⾼いことや、②渋滞時間がもったいないという意識変化があることを把握した。

 ワンショットTFPを実施し、GOOD ROUTEを知ることで、今後1週間あたり、1〜2⽇程度のクルマ
利⽤の削減意向があること、時差出勤や経路変更、⾃転⾞での通勤の意向が⾼いことが分かった。

プロモーション
ムービーや
各種プロジェクト
を公開中︕

■プロモーション活動

2020年度の取組結果、今後の取組⽅針

■MM施策の総称「GOOD ROUTE」

図︓国道2号岡⼭〜倉敷間に関わる通勤・通学流動（H27年国勢調査）

図︓岡⼭県内の他市区町村への通勤・通学利⽤交通⼿段割合
（H22年国勢調査）

図︓市区町村別の通勤・通学流動（H27年国勢調査）

各種施策を
統⼀的に周知

するための
総称を作成

■時差通勤の呼びかけ ■スマート通勤おかやま

既存のMM施策との連携では、
チラシデザインを踏襲し
「GOOD ROUTE」を記載させ
ることで統⼀感を醸成
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■プロジェクト活動
No プロジェクト名
01 スマート通勤おかやまに参加しよう︕
02 GOOD ROUTE横断幕ジャック︕
03 時差通勤のススメ
04 倉敷美観地区にスムーズに⾏こう︕
05 ⾼速道路の有効活⽤
06 朝活プロジェクト（第１弾）
07 コロナ禍による渋滞緩和効果
08 第1回GOOD ROUTE アイデアソン

既存の
MM施策

新規の
MM施策

■朝活プロジェクト（第1弾）

朝活と連携した取組（朝活
プロジェクト）の第1弾として、
渋滞時間を避けた時差出勤
や公共交通での通勤に賛同
してくれる⽅に「朝マック」の割
引チケットを提供

【⽇本マクドナルド(株)と連携】

【両備ホールディングス(株)と連携】

【⽇本マクドナルド(株)と連携】

21⼈,2.1%, ⾒たことが
あり、内容も知っている

70⼈,7.0%, ⾒たことがある
が、内容は知らなかった

909⼈,90.9%, ⾒たことが
ない（今回初めて知った）

（n=1,000）
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GOOD ROUTEポスター（鉄道の⾞…

⼝コミ

GOOD ROUTEポスター（バスの⾞内）

スマート通勤おかやまのメールニュース

その他 （n=91）

横断幕が約3割
テレビ・インターネット
で約2割を占める。

回答者の
1割程度

■GOOD ROUTEの認知度 ■GOOD ROUTEの認知経路（どこから情報を⼊⼿したか）

GOOD ROUTEを
⾒たことがある⽅の
認知経路は︖

【効果検証アンケート（WEBアンケート）】
GOOD ROUTEの取組に対する認知度、その
効果を把握するためのWEBアンケート調査を実
施した。

期間︓2021年1⽉26⽇〜2021年1⽉28⽇
対象︓岡⼭県内在住でクルマで主要道路（国

道2号、国道30号、国道53号、国道
180号）を利⽤している⽅

回収︓1,000サンプル
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3.あまり思わない 4.思わない

■（GOOD ROUTEのプロモーションムービー視聴後）
通勤でのクルマ利⽤を今後減らそうと思ったか。
→普段の通勤⼿段で「マイカー」を選択した⽅に質問

■クルマ利⽤を控えようとおもう⽇数（1週間あたり）
→「今後減らそうと思った⽅」の回答

マイカー通勤者の約4割
が減らそうと思った。

現在のクルマ利⽤⽇数からどれくらい
控えることができるか︖

1週間のうち、
1⽇削減が約7割
2⽇削減が約2割

【ワンショットTFP】
岡⼭倉敷都市圏で実施しているGOOD
ROUTEの取組内容等の情報提供を⾏い、移動
に関する⾏動変容を促す調査（コミュニケーショ
ンアンケート）を実施した。

期間︓2021年1⽉18⽇〜2021年2⽉5⽇
対象︓スマート通勤おかやまに参加頂いた事業

所の従業員（職員）
回収︓672票

（配布1,093票、回収率61.4％）
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渋滞にかかる時間がもったいないと意識するようになった(n=1000)

クルマ利⽤だけでなく、⾃分にあった新しい通勤（または通学）⽅法を考えてみたいと
思った(n=1000)

クルマ利⽤を控えて「渋滞緩和」に貢献したいと思った(n=1000)

クルマ利⽤を控えて「環境改善※」に貢献したいと思った※クルマから排出される⼆酸
化炭素の削減など(n=1000)

1⼈1⼈がクルマ利⽤について考えることは重要であると思った(n=1000)

■GOOD ROUTEをきっかけとしたクルマ利⽤に関する意識の変化
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クルマの代わりにバス・鉄道を使う(N=458)

クルマの代わりに⾃転⾞を使う(N=457)

家族等に駅までクルマで送ってもらい、そこから鉄
道・バスで移動する(N=451)

クルマを使うが、渋滞時間を避けて通勤する(N=451)

クルマを使うが、経路を変更して渋滞を避け通勤する
(N=453)

ぜひやりたい やりたい 少しやりたい 実施しようと思わない

約58％

■クルマ利⽤の代わりに実施してみたいと思う取組

約42％

約32％

 GOOD ROUTEの認知度の向上を⽬指し、ハード整備、ソフト施策の両輪
からの周知活動を実施（2021年8⽉よりラジオからの呼びかけを開始）

 中⻑期的な視点より、「時差出勤」、「経路変更」等を実施してもらうために、
企業及び地域住⺠への浸透や動機付けの提供を実施

■2020年度の取組結果（取組効果） ■今後の取組⽅針


